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「労働ながの」の対するご意見、ご希望、ご感想をお待ちしております！

労働ながのは県HPにも掲載しています！
http://www.pref.nagano.lg.jp/rodokoyo/sangyo/rodo/shuro/rodo.html

 “ながのアビリンピック”を開催します!!

第８５回メーデー開催

 （第 40回長野県障がい者技能競技大会）
障がいのある方が、その職業能力の向上を図るとともに、広く障がい者に対する理解と認識を深め、その雇用の促進と安定を図る技能
競技大会を開催します。多くの方のご参加とご来場をお待ちしています。

　平成26年４月21日付けで、次の15名の方が第43期委員として知事から任命されました。任
期は、平成28年４月20日までの２年間となります。また、同日開催された総会において、会長及
び会長代理の選出が行われ、会長に諏訪 雅顕氏、会長代理に長瀬 一治氏が新任されました。

1　開催日、場所及び種目
(1) 平成 26年６月 28日（土）
・サンアップル（県障がい者福祉センター・長野市）
　フラワーアレンジメント、製品パッキング、
　喫茶サービス、オフィスアシスタント、
　パソコンデータ入力

《お問い合わせ先》
〒380-8570　長野県長野市南長野幅下 692-2
長野県産業労働部人材育成課人材育成支援係
ホームページ　http://www.pref.nagano.lg.jp/jinzai/sangyo/kaihatsu/noryoku/gaiyo.html
電話 026-235-7202　Ｅメール jinzai@pref.nagano.lg.jp

2　出場選手
　県内在住又は在勤で 15歳以上の障がいのある方

(2) 平成 26年７月５日（土）
・ポリテクセンター長野
　（長野職業訓練センター・長野市）
　ワード･プロセッサ、
　ビルクリーニング、表計算
・長野県工科短期大学校（上田市）
　DTP
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カシヨ㈱
代表取締役社長

し みず みつ ろう

　労働者の祭典、第85回県中央メーデーは5月1日（木）に連合長野系が長野市の城山公園
ふれあい広場で、県労連系が長野市のひまわり公園で、それぞれ開催されました。
　この２会場を含め、県内24会場で開催されたメーデーには、約21,000人（主催者発表）
が集会やデモ行進に参加しました。

　「働く者の連帯で、『ゆとり・豊かさ・公正な社会』
を実現し、自由で平和な世界をつくろう。」をメイ
ンスローガンに開催され、4,300 人（主催者発表）
の働く仲間が結集しました。特別スローガンに、「東
日本大震災と栄村地震を忘れない！息の長い復興支
援！」を掲げ、引き続き救援・支援に全力を挙げる
ことを確認しました。
　中山千弘実行委員長（連合長野会長）は、主催者
あいさつの中で、「2014 春闘は、月例にこだわっ
たベア獲得を目指した春闘であり、現状では順調に
推移しているものの、現在進行形の県内中小零細企
業の賃金交渉が県内経済活性化の分岐点となる重要
な闘いとなっている。」と訴えました。
　また、「労働者保護ルールの改悪に断固反対す
る特別決議」を採択するとともに、メーデー宣言
が提案され、「働くことを軸とする安心社会」「連
帯・共同でつくる安心・共生の福祉社会」を実現
することを確認し、集会後、参加者は、プラカー
ド等を掲げて市内をデモ行進しました。

　「働く者の団結で生活と権利を守り、平和と民主
主義、中立の日本をめざそう！」を基本スローガン
に、約 1,500 人（主催者発表）が参加して開催さ
れました。
　細尾俊彦実行委員長（県労連議長）は、主催者あ
いさつの中で、「憲法が息づき根づく暮らしや政治
経済を取りもどすために、そしてそれを確立するた
めに、それぞれの地域や職場で旺盛な行動を展開し
ていただきたい」と呼びかけました。
　また集会では、秘密保護法反対、集団的自衛権の
行使は許さない、消費税増税反対、子どもたちが輝
く教育と未来の実現、労働者・国民の命と健康を守
ろう等の意見が発表されました。そして「すべての
労働者の賃上げによる日本経済の回復、ディーセン
トワーク実現、社会保障の拡充、被災者が希望の持
てる復興、原発ゼロの実現をめざしてたたかいを進
めていきましょう」とのメーデー宣言を採択し、市
内をデモ行進しました。

連合長野系の県中央メーデー

県労連系の県中央メーデー
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　長野県では、県内の民間事業所に新規採用された若者の離職状況を把握し、離職防止の参考とするとともに、
労働行政の基礎資料として活用することを目的に、事業所調査及び離職者調査を平成 25 年３月から 11 月に実
施しました。御協力ありがとうございました。

　新規採用正社員の平成 22
年度採用における３年間の
離職率は、「大卒」は 17.2％、
「短大等卒」が22.9％、「高卒」
が 25.2％となっています。

※　全国の値は、厚生労働省「新規学校卒業就職者の在職期間別離職状況の推移（22 年度分）」より。合計
は県において推計した。
　なお、全国は新規学卒として雇用保険に加入した者を対象としています。

【事業所調査について】

平成 22年度新卒採用正社員の学歴別離職者数、離職率

平成 22～ 24年度新卒採用正社員離職理由（複数回答）（主な回答） （単位：％）

離職状況調査の調査結果をお知らせします。
○困った時は労政事務所へ
　解雇、賃金、労働条件、職場の人間関係など労働に関してお困りでしたら、お近くの労政事務
所にご相談ください。相談は秘密厳守、無料です。
　一人で悩まず一緒に解決しましょう！

○メールによる労働相談を実施しています
　上記の労働相談の受付時間（平日の８：３０～１７：１５）に相談できない方にもご利用いただけるよう、メー
ルによる労働相談を行っています。こちらもお気軽にご利用ください。休日（土・日・祝日、年末年始）を除
いて７日以内に回答いたします。

　生活や就労などで様々な問題を抱えてお困りの方に対し、地域の関係機関と連携しながら寄り添い型の相談
支援を行う「生活・就労支援センター」を県下６か所に設置し、４月から業務を開始しました。
　これまでのパーソナル・サポート・センターと同様の支援を行っていますので、お気軽にご相談ください。
一緒に問題解決の方法を考えましょう。

　長野県ホームページの下記のＵＲＬから入力フォームの画面に相談内容、必要事項を入力した上で、お
勤めの場所を担当する労政事務所を選択して送信してください。
　ＵＲＬ：http://www.pref.nagano.lg.jp/rodokoyo/sangyo/rodo/sodan/mail.html
　なお、長野県ホームページの「ホーム > 仕事・産業・観光 > 労働・雇用 > 相談窓口 > メール労働相談」
からもリンクします。

一人で悩まず相談を ! 労働相談のご案内

信州パーソナル・サポート・モデル事業
「生活・就労支援センター」について

平成 22年度新規採用正社員の離職状況

「長野県離職状況調査結果」から

　平成 22～ 24 年度新卒採用正社員の離職理由は「家庭事情（結婚、出産、介護、家族の転勤等）」（10.5％）
が最も高く、次いで「仕事が面白くない」（10.3％）、「仕事の人間関係がうまくいかない」（9.7％）となっています。

平成 22～ 24年度新卒採用正社員の離職理由（複数回答）
メールによる労働相談の方法

　事業所における新規採用職員に対する定着対策としては、「職場で話しやすい雰囲気を作る」（10.2％）が最
も高く、次いで「企業内訓練を実施する」（7.3％）、「採用後の配置で教育担当者をつける」（5.9％）、「上司に
よるフォローアップ体制を整備する」（5.7％）となっています。

事業所が行う定着対策（複数回答）

【離職者調査の結果については、次回に掲載いたします。】 ※上田、松本、長野は従来の所在地から移転しました。伊那、大町は新設です。
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事業所が行う定着支援（複数回答）（主な回答） （単位：％）

東信労政事務所 上田市材木町 1-2-6　上田合同庁舎内 0268-25-7144

南信労政事務所 伊那市荒井 3497　伊那合同庁舎内 0265-76-6833

中信労政事務所 松本市島立 1020　松本合同庁舎内 0263-40-1936

北信労政事務所 長野市南長野南県町 686-1　長野合同庁舎内 026-234-9532

名　　称 所 在 地 電話番号

上田生活･就労
支援センター
伊那生活･就労
支援センター
いいだ生活･就労
支援センター
松本生活･就労
支援センター
大北生活・就労
支援センター
長野生活・就労
支援センター

上田市中央 3-5-1
上田市ふれあい福祉センター内
伊那市山寺 298-1　
伊那市福祉まちづくりセンター内
飯田市高羽町 6-1-3

松本市双葉 3-30　ハイライフ高橋１F

大町市大町 1129
大町市総合福祉センター内
長野市鶴賀七瀬 705-1　王神ビル B棟１F

0268-71-5552

0265-98-7808

0265-49-8830

0263-87-6651

0261-22-7083

026-267-7088

月～金
9:30 ～ 17:00

名　　称 所 在 地 電話番号 相談日
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よるフォローアップ体制を整備する」（5.7％）となっています。

事業所が行う定着対策（複数回答）

【離職者調査の結果については、次回に掲載いたします。】 ※上田、松本、長野は従来の所在地から移転しました。伊那、大町は新設です。
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事業所が行う定着支援（複数回答）（主な回答） （単位：％）

東信労政事務所 上田市材木町 1-2-6　上田合同庁舎内 0268-25-7144

南信労政事務所 伊那市荒井 3497　伊那合同庁舎内 0265-76-6833

中信労政事務所 松本市島立 1020　松本合同庁舎内 0263-40-1936

北信労政事務所 長野市南長野南県町 686-1　長野合同庁舎内 026-234-9532

名　　称 所 在 地 電話番号

上田生活･就労
支援センター
伊那生活･就労
支援センター
いいだ生活･就労
支援センター
松本生活･就労
支援センター
大北生活・就労
支援センター
長野生活・就労
支援センター

上田市中央 3-5-1
上田市ふれあい福祉センター内
伊那市山寺 298-1　
伊那市福祉まちづくりセンター内
飯田市高羽町 6-1-3

松本市双葉 3-30　ハイライフ高橋１F

大町市大町 1129
大町市総合福祉センター内
長野市鶴賀七瀬 705-1　王神ビル B棟１F

0268-71-5552

0265-98-7808

0265-49-8830

0263-87-6651

0261-22-7083

026-267-7088

月～金
9:30 ～ 17:00

名　　称 所 在 地 電話番号 相談日
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「労働ながの」の対するご意見、ご希望、ご感想をお待ちしております！

労働ながのは県HPにも掲載しています！
http://www.pref.nagano.lg.jp/rodokoyo/sangyo/rodo/shuro/rodo.html

 “ながのアビリンピック”を開催します!!

第８５回メーデー開催

 （第 40回長野県障がい者技能競技大会）
障がいのある方が、その職業能力の向上を図るとともに、広く障がい者に対する理解と認識を深め、その雇用の促進と安定を図る技能
競技大会を開催します。多くの方のご参加とご来場をお待ちしています。

　平成26年４月21日付けで、次の15名の方が第43期委員として知事から任命されました。任
期は、平成28年４月20日までの２年間となります。また、同日開催された総会において、会長及
び会長代理の選出が行われ、会長に諏訪 雅顕氏、会長代理に長瀬 一治氏が新任されました。

1　開催日、場所及び種目
(1) 平成 26年６月 28日（土）
・サンアップル（県障がい者福祉センター・長野市）
　フラワーアレンジメント、製品パッキング、
　喫茶サービス、オフィスアシスタント、
　パソコンデータ入力

《お問い合わせ先》
〒380-8570　長野県長野市南長野幅下 692-2
長野県産業労働部人材育成課人材育成支援係
ホームページ　http://www.pref.nagano.lg.jp/jinzai/sangyo/kaihatsu/noryoku/gaiyo.html
電話 026-235-7202　Ｅメール jinzai@pref.nagano.lg.jp

2　出場選手
　県内在住又は在勤で 15歳以上の障がいのある方

(2) 平成 26年７月５日（土）
・ポリテクセンター長野
　（長野職業訓練センター・長野市）
　ワード･プロセッサ、
　ビルクリーニング、表計算
・長野県工科短期大学校（上田市）
　DTP

長野県
労働委員会
ニュース

第43期 長野県労働委員会委員が任命されました。
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諏訪 雅顕
弁護士

会長
す わ まさ あき

長瀬 一治
信州大学
経済学部教授

会長代理
なが せ かず はる

松岡 英子
信州大学
教育学部教授

まつ おか えい こ

森泉 邦夫
弁護士

もりいずみ くに お

德武 初男
弁護士

とくたけ はつ お

髙橋 精一
自治労長野県本部
中央執行委員長

たか はし せい いち

中山 千弘
日本労働組合総連合会
長野県連合会会長

なか やま ち ひろ

師玉 憲治郎
UAゼンセン長野県支部
支部長

し だま けん じ ろう

小池 政和
全日本電機・電子・情報関連産業
労働組合連合会長野地方協議会議長

こ いけ まさ かず

大矢 美奈子
長野県医療労働組合連合会
副執行委員長

おお や み な こ

小口 武男
高島産業㈱
代表取締役社長

お ぐち たけ お

髙橋 武彦
㈱丸信製作所
取締役会長

たか はし たけ ひこ

水本 正俊
(一社 ) 長野県経営者協会
専務理事

みず もと まさ とし

田中 幸一
㈱田中機器製作所
代表取締役社長

た なか こう いち

清水 光朗
カシヨ㈱
代表取締役社長

し みず みつ ろう

　労働者の祭典、第85回県中央メーデーは5月1日（木）に連合長野系が長野市の城山公園
ふれあい広場で、県労連系が長野市のひまわり公園で、それぞれ開催されました。
　この２会場を含め、県内24会場で開催されたメーデーには、約21,000人（主催者発表）
が集会やデモ行進に参加しました。

　「働く者の連帯で、『ゆとり・豊かさ・公正な社会』
を実現し、自由で平和な世界をつくろう。」をメイ
ンスローガンに開催され、4,300 人（主催者発表）
の働く仲間が結集しました。特別スローガンに、「東
日本大震災と栄村地震を忘れない！息の長い復興支
援！」を掲げ、引き続き救援・支援に全力を挙げる
ことを確認しました。
　中山千弘実行委員長（連合長野会長）は、主催者
あいさつの中で、「2014 春闘は、月例にこだわっ
たベア獲得を目指した春闘であり、現状では順調に
推移しているものの、現在進行形の県内中小零細企
業の賃金交渉が県内経済活性化の分岐点となる重要
な闘いとなっている。」と訴えました。
　また、「労働者保護ルールの改悪に断固反対す
る特別決議」を採択するとともに、メーデー宣言
が提案され、「働くことを軸とする安心社会」「連
帯・共同でつくる安心・共生の福祉社会」を実現
することを確認し、集会後、参加者は、プラカー
ド等を掲げて市内をデモ行進しました。

　「働く者の団結で生活と権利を守り、平和と民主
主義、中立の日本をめざそう！」を基本スローガン
に、約 1,500 人（主催者発表）が参加して開催さ
れました。
　細尾俊彦実行委員長（県労連議長）は、主催者あ
いさつの中で、「憲法が息づき根づく暮らしや政治
経済を取りもどすために、そしてそれを確立するた
めに、それぞれの地域や職場で旺盛な行動を展開し
ていただきたい」と呼びかけました。
　また集会では、秘密保護法反対、集団的自衛権の
行使は許さない、消費税増税反対、子どもたちが輝
く教育と未来の実現、労働者・国民の命と健康を守
ろう等の意見が発表されました。そして「すべての
労働者の賃上げによる日本経済の回復、ディーセン
トワーク実現、社会保障の拡充、被災者が希望の持
てる復興、原発ゼロの実現をめざしてたたかいを進
めていきましょう」とのメーデー宣言を採択し、市
内をデモ行進しました。

連合長野系の県中央メーデー

県労連系の県中央メーデー


